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などが話

上の報道を見ると，毎日のように尖閣諸島のニュースで溢れかえっ
ている．どの国でも，領土問題になると国民感情も高ぶり，皆が熱くなるの
が手に取るように伝わってくる．実際に，中国や韓国の整形外科医と話をし
ていても，領土問題の話になると，非常に高ぶる気配をみせる医師までい
る．どれだけの税金が，このような領土問題で使われているかを考えると，
時間と，お金と，労力の無駄遣いのような気もしてくる．お互いに，歴史を
ひも解いて主張しあえば，どんな議論でもできそうな気もするし，同じアジ
アの隣国と無駄な緊張を高めたりするより，力を合わせて世界の国々と競う
ほうが，ずっと生産的ではないかとも思える．いっそのこと，尖閣諸島や竹
島は，半分半分に分けてお互いの権利を認めてみてはどうかとも思うが，こ
の話をして納得する隣人がいないので，無理な妄想なのかも知れない．尖閣
諸島をお金で買うなら，日本の固有の土地である，北方領土問題にはどうし
て力が入らないのか，不思議な感じがするのは，私一人なのかと自問してし
まう．しかし，世界のニュースをみると，尖閣諸島のことなどはほとんど触
れられていない．たとえば，USA Todayのニュース記事では，イスラム教
徒のアメリカへの怒り，Obama and Romneyの選挙戦，NFLアメリカン
フットボールの開幕

し
まうの

題の中心であり，世界の関心がバラバラなこと
がわかる．
それでも健康，運動器疾患に対する関心の高まりは，世界中のどの人々も
認める一致した見解である．日本の厚生労働省も運動器疾患の重要性を認識
せざるを得ないよう，日本整形外科学会を中心とした整形外科医が十分なエ
ビデンスを構築し，欧米に比較して遅れを取らないように努力をしていくこ
とが重要な課題と考えられる．

さて，本号の視座には，伊藤浩教授の北海道北部の医療事情が紹介されて
いる．研修病院を，研修医が自由に選べる現在の制度では，ドラフト制度の
逆指名だけがまかり通る世界のようであり，多くの医師が都会に集中して

本号には

は，普通に考えればわかりそうな気がする．現状に窮した今は，医師
の数を増やしたり，地域選抜での入試などで，多くの大学に対応を求めよう
としている．旭川医科大学の試みは，かなり斬新な制度のように思える．10
年後にどのような形で，医師の偏在が解消されていくかに期待がかかる．ま
た

い情報が

整形外科としては話題の最先端である内視鏡による診断と治療の
最前線が特集されているほか，2編の「論述」などの原著論文を含む多くの
新し
ことを切

掲載されている．読者の皆さんが本号から，新しい情報を学ば
れる る． (黒望してい 坂昌弘)
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